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交
通
事
故
防
止
運
動
に
ご
協
力
を

こ
と
し
も
九
月
二
十
一
臼
か
ら
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
重
点
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
■
歩
行
者
（
特
に
こ
ど
も
と
老
人
）

及
び
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

　
■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

　
最
近
、
市
内
で
は
こ
ど
あ
と
老
人

の
交
通
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
去
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
期
聞
中
も
別
表
の

と
お
り
死
傷
事
故
が
発
生
、
負
傷
者

十
六
人
中
六
人
が
こ
ど
も
の
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歩
行
者
特
に
こ
ど
も
と
老
人
の
交

通
安
全
と
、
運
転
者
の
安
全
を
重
点

に
市
民
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

溺
鱒
≦

難
灘
鱗
糺

夏の交通事故防止運動
期間中の事故状況

年度 期間 件数 死亡 負傷

50
7／21～

　8／20
10件 2人 10人

51 〃 16件 1人 16人

十60％ 一50％ 十60％

　
　
胃
の
検
診
を

　
胃
が
ん
で
死
ぬ
人
は
一
年
間
に
四

万
九
千
人
位
で
す
。

　
つ
ま
り
十
二
分
間
に
一
人
の
割
合

で
死
ん
で
い
ま
す
。
も
し
、
胃
が
ん

に
な
っ
て
も
、
早
期
胃
が
ん
の
う
ち

な
ら
手
術
す
れ
ば
、
百
％
助
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
胃
の
検
診
を
う

け
安
心
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

施
設
見
学
会
を
実
施

し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
行
政
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
、
目
と
耳
を
と
お
し
て
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
政

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
よ
る
施
設
見
学
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
婦
人
た
ち
は
、
台
所
に

直
接
関
係
す
る
ご
み
焼
却
炉
や
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
広
場
、
西
小
学
校
な

ど
発
展
す
る
市
の
施
設
を
直
接
自
分

の
眼
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

　
施
設
見
学
会
は
、
二
十
人
位
の
グ

ル
ー
プ
、
団
体
を
対
象
に
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
の
団
体
、
グ
ル
ー

プ
は
、
市
役
所
企
画
財
政
課
（
曾
七

－
三
二
一
番
・
内
線
二
三
九
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
こ
と
し
は
、
十

参
加
者
は
、
ご
み
は
こ
う
し
て
処
理
さ
れ

ま
す
ー
こ
係
員
の
説
明
に
う
な
ず
い
7
い

ま
し
た

　
　
8
月
2
2
日
（
日
）
十
日
町
市
川
西
町

　
　
衛
生
施
設
組
合
で

尽
末
日
ま
で
実
施
す
る
予
定
）
昼
食

は
持
参
く
だ
さ
い
。

建
設
大
臣
か
ら
感
謝
状

　
土
市
地
区
道
路
美
化
促
進
会
に

　
土
市
地
区
道
路
美
化
促
進
会
（
上

村
誠
作
代
表
・
百
八
十
人
）
は
、
毎

月
三
回
（
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五

日
）
早
朝
五
時
半
か
ら
、
同
地
内
の

国
道
の
清
掃
と
春
、
秋
の
側
溝
の
ど

ぶ
さ
ら
い
を
十
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
道
路
を
守
る
月
間
に

あ
た
り
、
建
設
大
臣
か
ら
道
路
美
化

清
掃
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
去
る
八

貝
、
一
十
一
日
、
県
庁
で
、
同
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
同

感
謝
状
は
県
下
で
初
め
て
の
も
の
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
親
和
ク
ラ
ブ
（
新
座
）
四
万
一
千

五
百
二
円
　
大
井
田
青
年
の
会
一
万

円
　
関
芳
夏
祭
り
実
行
委
員
会
五
千

円
　
匿
名
（
合
計
）
七
千
百
九
十
円

　
根
津
春
雄
（
稲
荷
町
二
）
香
典
返

し
五
万
円
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で

　
懸
賞
文
を
募
集

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
懸
賞
文
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
テ
ー
マ
…
く
ら
し
を
見
直
す

　
原
稿
…
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚

前
後
と
し
、
末
尾
に
応
募
者
の
氏
名
、

住
所
、
職
業
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
こ
と
。

　
締
切
り
…
昭
和
五
十
一
年
十
月
十

五
日
。
宛
先
…
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
〒
一
〇
八
東
京
都
港
区
高
輪
三
ー

十
三
ノ
ニ
十
二
）

　
　
■
炭
酸
飲
料
を
充
て
ん
す
る

邑　
　
　
た
め
の
ガ
ラ
ス
び
ん

　
　
■
乳
幼
児
用
ベ
ソ
ト

　
　
巳
金
属
性
バ
ッ
ト

⇔
　
　
■
ロ
ー
ラ
ス
ケ
ー
ト
の
一
部

　
　
■
登
山
用
ロ
ー
プ
ー
身
体

　
　
　
確
保
用
の
も
の
に
限
る
。

　
　
目
安
の
マ
ー
つ
は
「
S
」
マ

　
　
　
ク
で
す
ひ

彦
汐
湊
轟
恥

上
町
青
年
会
が
老
人

ホ
ー
ム
を
慰
問

　
上
町
青
年
会
（
石
田
正
信
会
長
）
の

俄
若
衆
一
行
二
十
人
は
、
去
る
八
月

二
十
六
日
、
同
俄
出
演
の
関
本
シ
ョ

ウ
六
人
と
一
緒
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
妻
有
荘
」
を
慰
問
し
ま
し
た
。
こ

の
行
事
は
十
五
年
前
か
ら
続
け
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
老
人
た
ち
は
、
俄
の
出
演
に

大
喜
び
。
お
祭
り
気
分
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

壷劣方　
日
頃
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い

る
こ
と
を
詩
や
俳
句
、
川
柳
に
ま
と
め
て

み
ま
せ
ん
か
㌧
こ
の
欄
に
発
表
の
場
を

設
け
ま
し
た
。
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係

（
曾
七
⊥
二
二
一
番
）
へ
ど
し
ど
し
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。

近藤勇
（下条二r目）

短
歌

我
が
開
く
大
越
山
の
農
林
道

人
の
と
だ
え
て
馬
藤
の
花

苗
代
の
低
温
に
つ
ぎ
出
穂
も

雨
早
生
い
ね
の
穂
の
白
く
枯
れ
お
る

止
ま
ず
し
て
十
日
も
雪
降
る

今
日
も
降
る
目
を
と
じ
て
お
る
雪
は

降
り
降
る

　
私
は
、
公
民
館
本
館
の
文
芸
教
室

で
野
本
先
生
か
ら
短
歌
や
詩
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
二
十
一
人
の
仲

間
の
ひ
と
り
で
す
。
こ
の
ほ
ど
発
刊

さ
れ
た
歌
集
「
二
十
一
人
」
の
仲
間

に
も
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
歌
を
生
む
と
い
う
こ
と
は
、
苦
し

い
も
の
で
す
が
、
そ
の
苦
し
さ
の
繰

り
返
し
が
私
の
生
き
が
い
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
歌
を
生
み
だ
す
こ

と
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
野
上
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
）

川
柳

ふ
る
さ
と
は
い
い
な
お
盆
の
墓
地
の

灯
よ

夢
が
あ
り
幻
が
あ
り
城
ケ
丘

大
賀
蓮
三
千
年
の
鉄
坐
解
か
せ

気
紛
れ
に
当
っ
た
事
も
な
い
ク
イ
ズ

ど
こ
や
ら
で
何
や
ら
知
れ
ず
割
り
切

れ
ず

快
調
に
割
り
込
ん
で
来
る
救
急
車

醒
め
や
ら
ぬ
意
識
を
呼
ん
で
夢
惑
う

　
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
よ
い

　
マ
ナ
ー
運
動
に
ご
協
力
を

　
県
内
各
地
は
、
釣
愛
好
者
に
絶
好

の
場
所
が
あ
り
、
連
日
釣
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
釣
人
の

マ
ナ
ー
が
悪
い
た
め
、
白
根
市
の
よ

う
に
住
民
か
ら
苦
情
が
で
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
方
も
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

む
よ
い
マ
ナ
；
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■市勢／人ロ…・50，471人（男24，636・女25，835）／世帯数…・11，924／面積一211・44k㎡（8月旧現在

〃《糖腱訪ざ弛耽一自転車の安全な乗り方教室

　最近、自転車利用者の事故が多くなってきていますが、ここ川治小学校（吉田

一雄校長）では、児童に正しい交通マナーと、交通安全の実践行動力を養成しよ

うと自転車の安全な乗り方指導に力を入れています一，

転量麟諜騰難誘響算評讐皇10蕊
換・板剰・左●右回転操縦などの練習に汗を流していました　　　　□240号□

川治小学校は、去る9月26日、鏡淵小学校（新潟市）会場で開かれた自転車の安全な乗り方

発表県大会で優勝一。これで同校は、県大会で4年連続優勝したことになります。
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　秋の全国交通安全運動は、歩行者（特にこどもと老人）及ひ自

転車利用者を交通事故から守ることを重点に実施されましたが、

交通事故はなかなか減少しません。市内では、特に夜間の事故、

飲酒運転による重大事故が発生するなど、対策に苦慮していま
可。交通事故防止は、市民一人ひとりの自覚が大切。市民ぐる

みで交通事故防止運動にご協力ください。

夜
間
の
交
通
事
欲
に
ウ
ッ
ペ
ン
作
戦

　
最
近
、
県
下
で
交
通
事
故
が
夜
間

に
集
中
し
て
お
り
、
特
に
雨
の
日
な

ど
は
夜
間
の
歩
行
者
が
見
え
に
く
く

重
大
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
　
「
交
通
安
全
は

歩
行
者
が
良
く
見
え
る
こ
と
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
夜
間
の
外
出
は
明
る
い

服
装
で
、
ま
た
、
反
射
テ
ー
プ
を
靴

夜
光
ワ
ッ
ペ
ン
は
靴
の
裏
底
に
貼

っ
て
く
だ
さ
い
ー
。

の
底
に
貼
り
つ
け
る
「
夜
光
ワ
ッ
ペ

ン
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ワ
ッ
ペ
ン
作
戦
は
、
試
行
の

段
階
で
す
が
、
市
内
婦
人
会
（
母
の

会
）
や
下
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会

を
通
じ
、
靴
の
底
に
貼
り
つ
け
て
い

た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た
り
、
ま
た
、

交
通
指
導
員
等
の
協
力
で
通
行
中
の

歩
行
者
や
自
転
車
の
ペ
タ
ル
に
反
射

テ
ー
プ
を
つ
け
る
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

期
間
中
の
重
点
実
施

項
目

■
夜
間
歩
行
者
の
明
る
い
服
装
着
用

　
運
動

■
実
業
高
校
生
に
よ
る
交
通
安
全
マ

　
ス
コ
ッ
ト
配
布
の
実
施

瓢

σ
噌
5
ρ
身
り
§
§
§
§
多
§
§
g
葦
§
§
塞
§
§
彗
§
g
§
§
塞
§
§
§
竃
§
§
§
…
§
憲
§
§
き
§
璽

灘
ζ
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穐

発
麺
薙
奪

、
箪
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飲酒運転追放
　　部落ぐるみでたちあがった中町部落

　市内では交通事故が多発し、特に飲酒運転による重大事

故が増える傾向にありますが、この不名誉な飲酒運転を部

落ぐるみで追放しようと活躍している部落があります一。

　これは市内中条中町部落の78世帯。去る7月上旬の総常

会で飲酒運転追放が決議されると同時に中町交通安全特別

委員会（山本貴一委員長を中心に嘱託員、組長、交通安全

協会役員、部落役員、部落婦人会長の11人のメンバー）が

結成され、部落民にアッピールする方法が検討されてきま

したが、このほど2㍍四方の大幕「飲酒運転追放宣言旗」

が作成されました。

　この大幕に78世帯220人（16歳以上の部落全員）が署名し

ますが、全員の署名が終る10月末日頃、明るい中町部落を

つくるため、今後絶対飲酒運転しないことを誓う「飲酒運

転追放中町部落宣言」を行うことにしていま

交通安全は「まず心と車の点検か
ら」を合い言葉に、去る9月24日実

施された二輪車の一斉安全点検一。

■
二
輪
車
一
斉
安
全
点
検
の
実
施

■
中
、
高
校
生
に
対
す
る
自
転
車
一
斉
点
検
並

　
び
に
反
射
テ
ー
プ
と
り
つ
け
実
施

圏
市
内
黄
一
色
の
街
頭
指
導
の
実
施

咀
夜
間
の
交
通
指
導
所
の
設
置
（
歩
行
者
と
自

　
転
車
）

■
郡
市
、
夜
間
交
通
安
全
パ
ト
カ
ー
パ
レ
ー
ド

　
の
実
施

■
川
治
小
学
校
自
転
車
安
全
な
乗
り
方
県
大
会

　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
と
　
　
　
と

　
　
の

転
す
　この飲酒運転追放宣言旗は、赤青黄の3色

で、飲酒運転追放、明るい中町部落、スピー

ド出さない安全運転、のんだら乗らない飲ま

せない等があり、余白にはびっしりと署名さ

れています。

　今後は、この宣言旗を更半紙大に縮小ト、各

家庭に配り、各人の茶の間に貼つてもらうと

同時に、部落常会や年賀交換会等にこの大幕

を会場に掲げ、飲酒運転追放を確認すること

にしています。

　なお、市内中条下町部落でも、部落ぐるみ

放にたちあがりました。

　
滝
文
工
業
㈱
で
は
、
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

社
員
か
ら
、
交
通
安
全
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
三
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

。
澱
縁
難
、

今
日
も
ま
た
安
全
運
転
　
無
事
故
の
記
録

越
さ
れ
て
も
　
越
さ
な
い
ゆ
と
り
が
　
身
を
守
る

ど
の
事
故
も
　
み
ん
な
無
理
か
ら
　
油
断
か
ら

安
全
は
　
急
ぐ
と
き
ほ
ど
注
意
し
て

パ
パ
の
車
は
安
全
運
転
　
ボ
ク
も
守
る
よ
正
し
い
横
断

ま
あ
【
杯
　
軽
い
気
持
の
そ
の
後
が
思
わ
ぬ
重
い
事
故
と
な
る

　
難
維
、

立
ち
話
し
　
そ
こ
は
車
も
通
る
道

手
を
上
げ
て
　
一
緒
に
渡
ろ
う
老
人
子
供

前
を
見
て
　
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
町
の
中

手
を
上
げ
て
　
笑
顔
で
渡
ろ
う
横
断
歩
道

ゆ
と
り
あ
る
心
で
　
に
ぎ
る
ハ
ン
ド
ル
に
事
故
は
な
し

飲
酒
　
無
謀
運
転
が
家
庭
の
破
滅

歩
行
者
の
気
持
で
　
今
日
一
日
も
安
全
運
転

事
故
を
起
こ
し
て
泣
く
前
に
　
ま
ず
安
全
運
転

急
ぐ
と
も
事
故
を
起
こ
す
な
　
ス
ピ
ー
ド
出
す
な

安
全
は
正
し
い
運
転
　
正
し
い
歩
行

あ
せ
ら
ず
に
　
み
ん
な
が
守
ろ
う
交
通
規
則

追
い
越
し
を
　
か
け
る
ア
セ
リ
が
事
故
の
も
と

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
守
っ
て
今
日
も
安
全
運
転

人
の
命
の
尊
さ
を
知
ろ
う
ゆ
ず
リ
合
い
と
い
た
わ
り
の
精
神
を

交
通
の
ル
ー
ル
の
軽
視
は
　
人
命
の
軽
視

こ
の
悲
し
み
を
　
二
度
と
味
合
わ
な
い
安
全
運
転

安
全
は
　
正
し
い
マ
ナ
ー
と
法
規
か
ら

毎
日
一
回
の
仕
業
点
検
は
　
無
事
故
に
つ
な
が
る

今
日
も
考
え
よ
う
　
車
の
か
げ
に
車
あ
り

幸
せ
な
家
庭
を
守
る
　
安
全
運
転

ち
ょ
っ
と
一
杯
　
よ
そ
う
車
で
来
た
の
だ
か
ら

横
断
は
ま
だ
出
来
る
の
だ
は
　
赤
信
号

身
を
守
る
　
心
の
対
話
で
　
家
庭
と
職
場

お
互
い
に
　
ゆ
ず
る
気
持
で
行
こ
う
　
無
事
故
の
道
を
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稲
作
等
に
大
き
な
被
害

　
　
　
　
　
異
常
気
象
農
業
災
害
対
策
本
部
を
設
置

　
異
常
気
象
に
よ
り
、
市
内
の
農
作

物
に
被
害
が
で
て
お
り
ま
す
。
市
で

は
九
月
二
十
二
日
異
常
気
象
農
業
災

害
対
策
本
部
（
市
役
所
農
林
課
を
中

心
に
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所
、
市

農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
、
市
土
地

改
良
区
、
市
農
委
の
関
係
六
機
関
）

を
市
役
所
へ
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

市
長
は
、
去
る
九
月
二
十
九
日
、
市

内
の
稲
作
被
害
状
況
を
視
察

ま
で
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
九
月
二

十
五
日
現
在
の
調
査
に
よ
る
と
、
本

年
の
平
年
総
収
量
一
万
二
百
七
十
八

ノ
に
対
し
て
、
予
想
作
況
指
数
が
六

十
九
ば
で
、
推
定
総
収
穫
量
七
千
八

十
七
ノ
と
三
干
百
九
十
一
ノ
の
減
収

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
減
収

要
因
と
し
て
は
、
予
想
減
収
総
量
の

五
十
五
護
が
穂
い
も
ち
病
型
、
二
十

六
覆
が
遅
延
型
冷
害
、
十
九
誕
が
登

熟
不
良
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
地
域
別
に
み
る
と
、
平

坦
地
で
は
穂
い
も
ち
病
に
よ
る
被
害

が
多
く
、
山
沿
い
、
台
地
で
は
穂
い

も
ち
病
に
遅
延
型
冷
害
が
重
な
っ
て

お
り
、
山
間
地
で
は
、
遅
延
型
冷
害
に

よ
る
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
坦
地
の
被
害
を
品
種
別

に
み
ま
す
と
、
五
百
万
石
、
初
ま
さ

り
が
一
番
ひ
ど
く
五
十
運
の
減
、
続

い
て
、
越
路
早
生
が
四
十
μ
の
減
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
三
十
縄
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ

教
育
長
に
小
林
由
弘
氏

　
こ
の
ほ
ど
、
月
岡
健
二
氏
（
教
育

委
員
・
教
育
長
）
及
び
小
海
隆
三
郎

氏
（
教
育
委
員
・
教
育
委
員
長
）
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
委
員
に
小

林
由
弘
、
石
坂
正
隆
の
両
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
去
る
十
月
一

日
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
、
教
育

長
及
び
教
育
委
員
長
を
互
選
。
そ
の

結
果
、
教
育
長
に
小
林
由
弘
氏
、
教

育
委
員
長
に
石
坂
正
隆
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
両
氏
は
、
今
後
四
年
間
、

教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
長
に
は
、
田
村
達
夫
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
村
氏
は
、
教
委
社
会
教
育
課
長

を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
ニ
十
五
ご
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
十
ば

の
減
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
水
稲
の
ほ
か
、
加
工

ト
マ
ト
、
く
り
、
ホ
ッ
プ
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
ダ
イ
コ
ン
等
の
農
作
物
に

被
害
が
で
て
お
り
ま
す
。

　
同
対
策
本
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
被

害
状
況
の
は
握
に
つ
と
め
な
が
ら
具

体
的
な
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
九
月
二
十
五

日
現
在
の
被
害
状
況
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
つ
ぎ
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、

国
県
へ
強
力
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

国
県
に
対
す
る
要
望
項

目
は
つ
ぎ
の
と
お
り

■
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
天
災
融

　
　
　
害
㌧

継
極

　
　
　
定璽

肇

　
　
害

　
　
　
被

　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
1

　
　
　
定

　
　
　
　
　
8

　
　
冷

　
　
　
推
量

　
　
型

　
　
　
害
％

　
　
延

　
　
　
被

　
　
　
　
　
3
2

　
　
　
定

　
　
遅

　
　
　
推
率

在現目52ヨド9況状害被嘘男因要内市

9月25日現呑：市内水稲作柄予測
1乍付予想

面　積

10a当り

収　量
予　想i予　想
総収穫量作況指数

51年平年

10a当り収量

51年平年予想減収

総収量総　量
一㎜下ざ「
2
． 3201

　κ9
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資
法
の
適
用
を
早
期
に
さ
れ
た
い
。

　
■
農
業
共
済
金
の
早
期
支
払
い
と

国
庫
補
助
金
の
増
額
。

　
■
制
度
資
金
の
返
還
条
件
の
緩
和

と
利
子
補
給
の
増
額
。

　
■
規
格
外
米
、
等
外
米
、
く
ず
米

の
全
量
政
府
買
上
げ
の
実
施
。

　
旧
救
農
公
共
事
業
の
振
興
を
は
か

ら
れ
た
い
。

　
■
自
作
農
創
設
維
持
資
金
の
災
害

特
別
枠
を
増
額
配
分
す
る
こ
と
。

　
■
被
災
市
町
村
へ
特
別
財
政
援
助

を
す
る
こ
と
。

　
■
米
の
予
約
概
算
金
返
納
の
場
合

利
子
を
免
除
す
る
こ
と
。

　
■
昭
和
五
十
二
年
度
政
府
買
入
限

度
数
量
の
算
定
に
あ
た
り
、
本
年
分

は
算
入
し
な
い
こ
と
。

　
■
耐
病
性
品
種
の
普
及
を
は
か
る

こ
と
。農

業
災
害
対
策
で

急
施
市
議
会

　
去
る
十
月
二
日
、
異
常
気
象
に
伴

う
農
業
災
害
対
策
を
審
議
す
る
た
め
、

急
施
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
要
望
事
項
な
ど
を
決
議

し
、
今
後
、
国
、
県
へ
そ
の
実
現
を

強
く
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町

第
一
団
三
万
二
千
四
百
四
十
三
円
▽

農
協
福
祉
会
館
二
千
八
百
九
円
▽
匿

名
一
万
二
千
円
▽
阿
部
信
義
（
十
日

麹十
日
町
保
健
所
や
市
環
境
課
職
員
の
手
で

き
じ
幼
鳥
百
羽
が
放
鳥
さ
れ
た
。

町
テ
レ
ビ
）
香
典
返
し
五
万
円
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い

　
▽
下
条
婦
人
会
一
万
円
。

　
そ
の
他

　
▽
富
沢
昌
夫
（
稲
荷
町
三
本
通
り
）

下
川
原
公
園
に
立
看
板
二
枚
。

出
稼
ぎ
就
労
者
巡
回

相
談
を
実
施
し
ま
す

　
市
及
び
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
出
稼
ぎ
者
の
就
労
の
便
を
は

か
る
た
め
、
つ
ぎ
の
日
程
で
巡
回
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
巡
回
相
談
の
日
程

■
十
月
二
十
日
午
前
九
時
～
十
一
時

　
ま
で
…
漉
野
共
同
作
業
所

■
十
月
二
十
日
午
後
一
時
半
～
四
時

　
ま
で
…
水
沢
出
張
所

■
十
月
二
十
一
日
午
後
一
時
半
～
四

　
　
ま
　
の
さ
じ
。
河
う

　
　
れ
　
線
だ
き
す
浅
よ

　
　
さ
　
沢
く
こ
ま
（
い

鳥
縦
畷
臆
姻
畝
鴎
臆

　
　
こ
　
日
δ
休
待
止
対

磁
㎜
∞
　
蕊
∞∞

き
嫡
鵬
朧
㏄
鵡
鵬
園
鴎

に
沿
栃
髄
囎
ぱ
随
懸
勘

区
訓
田
縦
鞭
翫
欄
鰍
承

地
剛
鞘
鵬
鵬
欄
双
鋤
尉

欝
羅
繍
衡

　
　
箇
。
の
地
な
鳥
内
整
い

　
　
八
た
こ
側
。
幼
市
調
願

　
　
　
　
し
　
　
内
い
の
　
　
原
お

聾
“
“
顛
“
“
顛
“
“
瞳
“
ρ
蛸
ト
一
輌
“
“
亜
“

　
時
ま
で
…
吉
田
出
張
所

　
な
お
、
こ
と
し
は
農
作
物
の
冷
害

等
の
影
響
か
ら
出
稼
ぎ
者
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
就
労
に
あ
た
っ

て
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と

　
①
縁
故
就
労
さ
れ
る
方
も
安
定
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
な
る
べ
く
グ
ル
ー
プ
で
出
か
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
◎

　
③
就
労
先
の
き
ま
っ
て
い
な
い
人

は
、
早
目
に
安
定
所
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
④
身
体
に
異
常
の
あ
る
人
は
、
医

師
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
雛
災
嫁
謬
鰹
慧

　
　
雛
雛
撚
霧
饗
懸
麹
壕
が
殿
め
鐵

　
雛
獲
繍
撒
瀞
縁
糞
億
駕
鵡
髪
舞

　
欝
髪
霧
象
饗
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　秋の全国交通安全運動は、歩行者（特にこどもと老人）及ひ自

転車利用者を交通事故から守ることを重点に実施されましたが、

交通事故はなかなか減少しません。市内では、特に夜間の事故、

飲酒運転による重大事故が発生するなど、対策に苦慮していま
可。交通事故防止は、市民一人ひとりの自覚が大切。市民ぐる

みで交通事故防止運動にご協力ください。

夜
間
の
交
通
事
欲
に
ウ
ッ
ペ
ン
作
戦

　
最
近
、
県
下
で
交
通
事
故
が
夜
間

に
集
中
し
て
お
り
、
特
に
雨
の
日
な

ど
は
夜
間
の
歩
行
者
が
見
え
に
く
く

重
大
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
　
「
交
通
安
全
は

歩
行
者
が
良
く
見
え
る
こ
と
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
夜
間
の
外
出
は
明
る
い

服
装
で
、
ま
た
、
反
射
テ
ー
プ
を
靴

夜
光
ワ
ッ
ペ
ン
は
靴
の
裏
底
に
貼

っ
て
く
だ
さ
い
ー
。

の
底
に
貼
り
つ
け
る
「
夜
光
ワ
ッ
ペ

ン
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ワ
ッ
ペ
ン
作
戦
は
、
試
行
の

段
階
で
す
が
、
市
内
婦
人
会
（
母
の

会
）
や
下
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会

を
通
じ
、
靴
の
底
に
貼
り
つ
け
て
い

た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た
り
、
ま
た
、

交
通
指
導
員
等
の
協
力
で
通
行
中
の

歩
行
者
や
自
転
車
の
ペ
タ
ル
に
反
射

テ
ー
プ
を
つ
け
る
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

期
間
中
の
重
点
実
施

項
目

■
夜
間
歩
行
者
の
明
る
い
服
装
着
用

　
運
動

■
実
業
高
校
生
に
よ
る
交
通
安
全
マ

　
ス
コ
ッ
ト
配
布
の
実
施

瓢

σ
噌
5
ρ
身
り
§
§
§
§
多
§
§
g
葦
§
§
塞
§
§
彗
§
g
§
§
塞
§
§
§
竃
§
§
§
…
§
憲
§
§
き
§
璽

灘
ζ
畢
穐

発
麺
薙
奪

、
箪
《

飲酒運転追放
　　部落ぐるみでたちあがった中町部落

　市内では交通事故が多発し、特に飲酒運転による重大事

故が増える傾向にありますが、この不名誉な飲酒運転を部

落ぐるみで追放しようと活躍している部落があります一。

　これは市内中条中町部落の78世帯。去る7月上旬の総常

会で飲酒運転追放が決議されると同時に中町交通安全特別

委員会（山本貴一委員長を中心に嘱託員、組長、交通安全

協会役員、部落役員、部落婦人会長の11人のメンバー）が

結成され、部落民にアッピールする方法が検討されてきま

したが、このほど2㍍四方の大幕「飲酒運転追放宣言旗」

が作成されました。

　この大幕に78世帯220人（16歳以上の部落全員）が署名し

ますが、全員の署名が終る10月末日頃、明るい中町部落を

つくるため、今後絶対飲酒運転しないことを誓う「飲酒運

転追放中町部落宣言」を行うことにしていま

交通安全は「まず心と車の点検か
ら」を合い言葉に、去る9月24日実

施された二輪車の一斉安全点検一。

■
二
輪
車
一
斉
安
全
点
検
の
実
施

■
中
、
高
校
生
に
対
す
る
自
転
車
一
斉
点
検
並

　
び
に
反
射
テ
ー
プ
と
り
つ
け
実
施

圏
市
内
黄
一
色
の
街
頭
指
導
の
実
施

咀
夜
間
の
交
通
指
導
所
の
設
置
（
歩
行
者
と
自

　
転
車
）

■
郡
市
、
夜
間
交
通
安
全
パ
ト
カ
ー
パ
レ
ー
ド

　
の
実
施

■
川
治
小
学
校
自
転
車
安
全
な
乗
り
方
県
大
会

　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
と
　
　
　
と

　
　
の

転
す
　この飲酒運転追放宣言旗は、赤青黄の3色

で、飲酒運転追放、明るい中町部落、スピー

ド出さない安全運転、のんだら乗らない飲ま

せない等があり、余白にはびっしりと署名さ

れています。

　今後は、この宣言旗を更半紙大に縮小ト、各

家庭に配り、各人の茶の間に貼つてもらうと

同時に、部落常会や年賀交換会等にこの大幕

を会場に掲げ、飲酒運転追放を確認すること

にしています。

　なお、市内中条下町部落でも、部落ぐるみ

放にたちあがりました。

　
滝
文
工
業
㈱
で
は
、
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

社
員
か
ら
、
交
通
安
全
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
三
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

。
澱
縁
難
、

今
日
も
ま
た
安
全
運
転
　
無
事
故
の
記
録

越
さ
れ
て
も
　
越
さ
な
い
ゆ
と
り
が
　
身
を
守
る

ど
の
事
故
も
　
み
ん
な
無
理
か
ら
　
油
断
か
ら

安
全
は
　
急
ぐ
と
き
ほ
ど
注
意
し
て

パ
パ
の
車
は
安
全
運
転
　
ボ
ク
も
守
る
よ
正
し
い
横
断

ま
あ
【
杯
　
軽
い
気
持
の
そ
の
後
が
思
わ
ぬ
重
い
事
故
と
な
る

　
難
維
、

立
ち
話
し
　
そ
こ
は
車
も
通
る
道

手
を
上
げ
て
　
一
緒
に
渡
ろ
う
老
人
子
供

前
を
見
て
　
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
町
の
中

手
を
上
げ
て
　
笑
顔
で
渡
ろ
う
横
断
歩
道

ゆ
と
り
あ
る
心
で
　
に
ぎ
る
ハ
ン
ド
ル
に
事
故
は
な
し

飲
酒
　
無
謀
運
転
が
家
庭
の
破
滅

歩
行
者
の
気
持
で
　
今
日
一
日
も
安
全
運
転

事
故
を
起
こ
し
て
泣
く
前
に
　
ま
ず
安
全
運
転

急
ぐ
と
も
事
故
を
起
こ
す
な
　
ス
ピ
ー
ド
出
す
な

安
全
は
正
し
い
運
転
　
正
し
い
歩
行

あ
せ
ら
ず
に
　
み
ん
な
が
守
ろ
う
交
通
規
則

追
い
越
し
を
　
か
け
る
ア
セ
リ
が
事
故
の
も
と

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
守
っ
て
今
日
も
安
全
運
転

人
の
命
の
尊
さ
を
知
ろ
う
ゆ
ず
リ
合
い
と
い
た
わ
り
の
精
神
を

交
通
の
ル
ー
ル
の
軽
視
は
　
人
命
の
軽
視

こ
の
悲
し
み
を
　
二
度
と
味
合
わ
な
い
安
全
運
転

安
全
は
　
正
し
い
マ
ナ
ー
と
法
規
か
ら

毎
日
一
回
の
仕
業
点
検
は
　
無
事
故
に
つ
な
が
る

今
日
も
考
え
よ
う
　
車
の
か
げ
に
車
あ
り

幸
せ
な
家
庭
を
守
る
　
安
全
運
転

ち
ょ
っ
と
一
杯
　
よ
そ
う
車
で
来
た
の
だ
か
ら

横
断
は
ま
だ
出
来
る
の
だ
は
　
赤
信
号

身
を
守
る
　
心
の
対
話
で
　
家
庭
と
職
場

お
互
い
に
　
ゆ
ず
る
気
持
で
行
こ
う
　
無
事
故
の
道
を
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稲
作
等
に
大
き
な
被
害

　
　
　
　
　
異
常
気
象
農
業
災
害
対
策
本
部
を
設
置

　
異
常
気
象
に
よ
り
、
市
内
の
農
作

物
に
被
害
が
で
て
お
り
ま
す
。
市
で

は
九
月
二
十
二
日
異
常
気
象
農
業
災

害
対
策
本
部
（
市
役
所
農
林
課
を
中

心
に
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所
、
市

農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
、
市
土
地

改
良
区
、
市
農
委
の
関
係
六
機
関
）

を
市
役
所
へ
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

市
長
は
、
去
る
九
月
二
十
九
日
、
市

内
の
稲
作
被
害
状
況
を
視
察

ま
で
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
九
月
二

十
五
日
現
在
の
調
査
に
よ
る
と
、
本

年
の
平
年
総
収
量
一
万
二
百
七
十
八

ノ
に
対
し
て
、
予
想
作
況
指
数
が
六

十
九
ば
で
、
推
定
総
収
穫
量
七
千
八

十
七
ノ
と
三
干
百
九
十
一
ノ
の
減
収

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
減
収

要
因
と
し
て
は
、
予
想
減
収
総
量
の

五
十
五
護
が
穂
い
も
ち
病
型
、
二
十

六
覆
が
遅
延
型
冷
害
、
十
九
誕
が
登

熟
不
良
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
地
域
別
に
み
る
と
、
平

坦
地
で
は
穂
い
も
ち
病
に
よ
る
被
害

が
多
く
、
山
沿
い
、
台
地
で
は
穂
い

も
ち
病
に
遅
延
型
冷
害
が
重
な
っ
て

お
り
、
山
間
地
で
は
、
遅
延
型
冷
害
に

よ
る
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
坦
地
の
被
害
を
品
種
別

に
み
ま
す
と
、
五
百
万
石
、
初
ま
さ

り
が
一
番
ひ
ど
く
五
十
運
の
減
、
続

い
て
、
越
路
早
生
が
四
十
μ
の
減
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
三
十
縄
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ

教
育
長
に
小
林
由
弘
氏

　
こ
の
ほ
ど
、
月
岡
健
二
氏
（
教
育

委
員
・
教
育
長
）
及
び
小
海
隆
三
郎

氏
（
教
育
委
員
・
教
育
委
員
長
）
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
委
員
に
小

林
由
弘
、
石
坂
正
隆
の
両
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
去
る
十
月
一

日
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
、
教
育

長
及
び
教
育
委
員
長
を
互
選
。
そ
の

結
果
、
教
育
長
に
小
林
由
弘
氏
、
教

育
委
員
長
に
石
坂
正
隆
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
両
氏
は
、
今
後
四
年
間
、

教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
長
に
は
、
田
村
達
夫
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
村
氏
は
、
教
委
社
会
教
育
課
長

を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
ニ
十
五
ご
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
十
ば

の
減
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
水
稲
の
ほ
か
、
加
工

ト
マ
ト
、
く
り
、
ホ
ッ
プ
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
ダ
イ
コ
ン
等
の
農
作
物
に

被
害
が
で
て
お
り
ま
す
。

　
同
対
策
本
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
被

害
状
況
の
は
握
に
つ
と
め
な
が
ら
具

体
的
な
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
九
月
二
十
五

日
現
在
の
被
害
状
況
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
つ
ぎ
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、

国
県
へ
強
力
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

国
県
に
対
す
る
要
望
項

目
は
つ
ぎ
の
と
お
り

■
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
天
災
融

　
　
　
害
㌧

継
極

　
　
　
定璽

肇

　
　
害

　
　
　
被

　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
1

　
　
　
定

　
　
　
　
　
8

　
　
冷

　
　
　
推
量

　
　
型

　
　
　
害
％

　
　
延

　
　
　
被

　
　
　
　
　
3
2

　
　
　
定

　
　
遅

　
　
　
推
率

在現目52ヨド9況状害被嘘男因要内市
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1乍付予想

面　積
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51年平年予想減収
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2
． 3201

　κ9
305

　卜　　　　％
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　κμ

443
　耐　　卜
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資
法
の
適
用
を
早
期
に
さ
れ
た
い
。

　
■
農
業
共
済
金
の
早
期
支
払
い
と

国
庫
補
助
金
の
増
額
。

　
■
制
度
資
金
の
返
還
条
件
の
緩
和

と
利
子
補
給
の
増
額
。

　
■
規
格
外
米
、
等
外
米
、
く
ず
米

の
全
量
政
府
買
上
げ
の
実
施
。

　
旧
救
農
公
共
事
業
の
振
興
を
は
か

ら
れ
た
い
。

　
■
自
作
農
創
設
維
持
資
金
の
災
害

特
別
枠
を
増
額
配
分
す
る
こ
と
。

　
■
被
災
市
町
村
へ
特
別
財
政
援
助

を
す
る
こ
と
。

　
■
米
の
予
約
概
算
金
返
納
の
場
合

利
子
を
免
除
す
る
こ
と
。

　
■
昭
和
五
十
二
年
度
政
府
買
入
限

度
数
量
の
算
定
に
あ
た
り
、
本
年
分

は
算
入
し
な
い
こ
と
。

　
■
耐
病
性
品
種
の
普
及
を
は
か
る

こ
と
。農

業
災
害
対
策
で

急
施
市
議
会

　
去
る
十
月
二
日
、
異
常
気
象
に
伴

う
農
業
災
害
対
策
を
審
議
す
る
た
め
、

急
施
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
要
望
事
項
な
ど
を
決
議

し
、
今
後
、
国
、
県
へ
そ
の
実
現
を

強
く
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町

第
一
団
三
万
二
千
四
百
四
十
三
円
▽

農
協
福
祉
会
館
二
千
八
百
九
円
▽
匿

名
一
万
二
千
円
▽
阿
部
信
義
（
十
日

麹十
日
町
保
健
所
や
市
環
境
課
職
員
の
手
で

き
じ
幼
鳥
百
羽
が
放
鳥
さ
れ
た
。

町
テ
レ
ビ
）
香
典
返
し
五
万
円
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い

　
▽
下
条
婦
人
会
一
万
円
。

　
そ
の
他

　
▽
富
沢
昌
夫
（
稲
荷
町
三
本
通
り
）

下
川
原
公
園
に
立
看
板
二
枚
。

出
稼
ぎ
就
労
者
巡
回

相
談
を
実
施
し
ま
す

　
市
及
び
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
出
稼
ぎ
者
の
就
労
の
便
を
は

か
る
た
め
、
つ
ぎ
の
日
程
で
巡
回
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
巡
回
相
談
の
日
程

■
十
月
二
十
日
午
前
九
時
～
十
一
時

　
ま
で
…
漉
野
共
同
作
業
所

■
十
月
二
十
日
午
後
一
時
半
～
四
時

　
ま
で
…
水
沢
出
張
所

■
十
月
二
十
一
日
午
後
一
時
半
～
四

　
　
ま
　
の
さ
じ
。
河
う

　
　
れ
　
線
だ
き
す
浅
よ

　
　
さ
　
沢
く
こ
ま
（
い

鳥
縦
畷
臆
姻
畝
鴎
臆

　
　
こ
　
日
δ
休
待
止
対

磁
㎜
∞
　
蕊
∞∞

き
嫡
鵬
朧
㏄
鵡
鵬
園
鴎

に
沿
栃
髄
囎
ぱ
随
懸
勘

区
訓
田
縦
鞭
翫
欄
鰍
承

地
剛
鞘
鵬
鵬
欄
双
鋤
尉

欝
羅
繍
衡

　
　
箇
。
の
地
な
鳥
内
整
い

　
　
八
た
こ
側
。
幼
市
調
願

　
　
　
　
し
　
　
内
い
の
　
　
原
お

聾
“
“
顛
“
“
顛
“
“
瞳
“
ρ
蛸
ト
一
輌
“
“
亜
“

　
時
ま
で
…
吉
田
出
張
所

　
な
お
、
こ
と
し
は
農
作
物
の
冷
害

等
の
影
響
か
ら
出
稼
ぎ
者
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
就
労
に
あ
た
っ

て
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と

　
①
縁
故
就
労
さ
れ
る
方
も
安
定
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
な
る
べ
く
グ
ル
ー
プ
で
出
か
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
◎

　
③
就
労
先
の
き
ま
っ
て
い
な
い
人

は
、
早
目
に
安
定
所
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
④
身
体
に
異
常
の
あ
る
人
は
、
医

師
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
雛
災
嫁
謬
鰹
慧

　
　
雛
雛
撚
霧
饗
懸
麹
壕
が
殿
め
鐵

　
雛
獲
繍
撒
瀞
縁
糞
億
駕
鵡
髪
舞

　
欝
髪
霧
象
饗
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ゆずり

善
す

　
　
　
　
　
ゆ
ず
っ
τ
く
萎
“

　
異
常
と
い
わ
れ
る
物
不
足
、
不
況
、

物
価
山
口
同
か
ら
、
現
在
は
、
物
価
の
上

昇
も
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
安
定
成
長

の
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
も
高
度
経

済
成
長
時
代
の
「
大
量
消
費
、
使
い

捨
て
」
を
反
省
し
、
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
利
用
し
、
良
い
も
の
を
長

く
使
う
と
い
う
節
約
型
の
考
え
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
消
費

者
協
会
十
日
町
支
部
で
は
、
み
な
さ

ん
の
家
庭
に
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
家
庭
用
品
を
最
大
限
に
生
か
し

利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
…
と
い
う

願
い
か
ら
不
用
品
交
換
登
録
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
ご
家
庭
で
使
用
で
き
る

の
に
使
わ
な
い
不
用
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
不
用
品

を
「
ゆ
ず
っ
て
い
た
だ
け
る

方
」
、
あ
る
い
は
、
　
「
ゆ
ず
っ

綴芝ださい不服登録かド

受付目日昭一Nα■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所＋日町市＿」
　　　　　　　　　　　　　（世帯主）

氏名
　　　　　　　　　　　　その他の連絡方法

臣
　　話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　

一　　　名　　　　　　　　新・中古の別　新・中古
　　　　し　　

＿

て
欲
し
い
方
」
は
別
表
の
不
用
品
登

録
力
ー
ド
に
記
入
の
上
、
切
り
ぬ
い

て
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
十

日
町
支
部
（
魯
七
－
三
一
二
番
内

線
二
四
三
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
不
用
品
は
、
新
品
、
中
古
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
登
録
期
限
は
昭
和
五
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
い
た
し

ま
す
。

響一一「
廊r∬一

い
た
だ
き
ま
す
が
、
登
録
力
i
ド
に

お
ゆ
ず
り
い
た
だ
け
る
希
望
価
格
を

忘
れ
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

登
録
し
た
後
、
処
分
し
た
と
き
は
す

ぐ
消
協
支
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　
不
用
品
登
録
カ
ー
ド
に
希
望
の
品

物
を
記
載
し
、
申
し
込
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
が
、
特
に
購
入
希
望
価
格
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
他
不
明
の
点
は
、
市
役
所
商

工
課
内
消
費
者
協
会
支
部
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
協
会
支
部
で
は
あ
な
た
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぴ　
　
　
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
「
あ
し
あ
と
」

　
ゆ
ず
っ
て
い
た
だ
け
る
方
と
ゆ
ず

っ
て
欲
し
い
方
の
希
望
が
一
致
し
た

場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
両

者
間
で
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す

物
品
は
、
ゆ
ず
る
方
で
保
管
し
て

　
特
別
何
を
し
た
い
、
何
が
不
満
だ
と
い

う
わ
け
じ
ゃ
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
毎
日

が
物
足
り
な
い
。
何
か
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
考

え
の
仲
間
が
集
ま
り
発
足
し
た
の
が
、
「
あ

し
あ
と
」
で
す
。

　
だ
か
ら
「
あ
し
あ
と
」
に
具
体
的
な
目
標

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
ま
ま
時
に

流
さ
れ
た
く
な
い
、
何
か
思
い
出
を
つ
く

り
た
い
、
若
い
う
ち
に
何
か
を
…
そ
れ
だ

け
な
の
で
す
。

　
昨
年
十
一
月
、
公
民
館
利
用
登
録
団
体

に
も
加
入
し
、
現
在
、
会
員
十
五
人
。
田

村
孝
弘
君
を
会
長
に
か
な
り
に
ぎ
や
か
な

グ
ル
ー
プ
で
す
。
平
均
年
齢
十
九
歳
と
い

う
こ
と
で
、
少
々
に
ぎ
や
か
な
の
は
、
し

ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
。
例
会
日
は
、
毎

週
水
曜
日
、
市
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

御合
州
猷
「
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ
に
」
公
開
録
画

（第3種郵便物認可／昭和51年10月10日

熱
演
す
る
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

溢
金
は
市
内
の
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ー
。

大盛況の香野髭ヤrなつメロ歌謡ショー」

　スノーメイツの伴奏に合わせ、なつメロ愛好会30数名の
美声が会場いて）ばいに流れ、また、余興歌謡や舞踊「落城

の舞」など・バラエティー一に富んだ歌謡ショー一に満席の観

客はすっかり魅了された一一。これは、去る10月1日、市

民体育館で催された「なっメr］歌謡ショー一」のびとこま。

　この催しは・赤い羽根チ†・リラニィ募金のためし、二、共同募

金会十日町分会が、なつヌロ愛好会の協力を得て行つたも

のです。また、去る10月2日、市では赤い羽根共同募金の街

頭募金を、市長を先頭に各課長が行いました。戸別募金、法

人募金等みなさんの暖かい善意をお願いいたします。

　
こ
の
ほ
ど
、
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ

「
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ
に
」
が
本
市

で
公
開
録
画
さ
れ
ま
し
た
。
放
映
予

定
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
織
物
組
合

で
は
、
知
人
等
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
た
め
の
絵
ハ
ガ
キ
を
用
意
し
ま
し

た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
十
月
二
十
九
日
（
金
）
午
前

八
時
四
十
分
～
午
前
九
時
半
（
五
十

　
難
灘
鞭
鐵
灘
灘
華

十
月ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う

寒
い
冬
が
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活

　
　
　
　
も
家
の
中
に
ひ
さ
こ
も

癒
磁
り
が
ち
に
な
り
ま
克

轡
票
島
煎
叔
掻
劾
随

箏
で
自
分
の
体
力
を
た
し

　
　
　
　
か
め
よ
う
。

分
間
）

　
放
送
内
容
　
　
三
部
構
成

　
↓
部
「
各
地
の
た
よ
り
」
…
新
保
広

大
寺
の
歴
史
や
保
存
会
の
活
動
状
況
。

　
二
部
「
十
日
町
の
き
も
の
㌧
－
製
造

工
程
、
き
も
の
の
歴
史
、
製
品
の
紹

介
な
ど
。

　
三
部
「
き
も
の
の
実
用
対
談
㌧
－
上

手
な
買
い
方
、
保
存
の
仕
方
、
着
方
、

仕
立
て
な
ど
き
も
の
全
般
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
。

錦
鯉
品
評
会
に
出
品

く
だ
さ
い

　
つ
ぎ
の
と
お
り
錦
鯉
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

な
お
、
即
売
会
も
行
い
ま
す
。

第
七
回
郡
市
錦
鯉
品
評
会

　
と
き
　
十
月
十
七
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
川
西
町
川
西
中
学
校
プ

ー
ル
　
出
品
物
の
受
付
　
午
前
八
時

～
十
時
　
一
般
公
開
　
正
午
～
午
後

三
時第

十
回
十
日
町
市
錦
鯉
品
評
会

　
と
き
　
十
月
二
十
三
日
（
土
）

　
と
こ
ろ
　
下
条
小
学
校
プ
ー
ル

　
出
品
物
の
受
付
　
午
前
八
時
半
～

九
時
半
　
一
般
公
開
　
午
前
十
一
時

～
午
後
二
時

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
協
営
農

課
（
魯
七
－
一
五
七
一
）
・
市
役
所

農
林
課
（
魯
七
⊥
三
二
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
電
報
電
話
局
が

福
祉
電
話
を
展
示

　
電
々
公
社
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

老
人
や
耳
の
遠
い
か
た
の
た
め
に
福

祉
電
話
を
開
発
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ぼ
ど
、
十
日
町
電
報
電
話
局
の
窓
口

に
展
示
中
で
す
。

シ
ル
バ
ー
ホ
ン
あ
ん
し
ん

急
病
等
の
緊
急
連
絡
に
は
、
受
話

機
を
あ
げ
な
く
て
も
枕
元
の
赤
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
、
あ
ら
か
じ
め
吹

き
込
ん
で
あ
る
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で

自
動
的
に
身
内
の
か
た
や
病
院
な
ど

へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
♪
お
か
け
に
な
る
相
手
を
ニ

カ
所
ま
で
セ
ッ
ト
で
き
、
緑
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
自
動
的
に
呼
び
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
赤
や
緑
の
ボ
タ

ン
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、
一
般
電

話
と
同
様
で
す
が
、
相
手
の
声
が
約

三
倍
大
き
く
聞
こ
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
相
手
の
声
が
普
通
の

受
話
機
よ
り
最
大
十
八
倍
大
き
く
な

る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
め
い
り
ょ
う
。
普

通
の
ベ
ル
で
は
聞
き
と
り
に
く
い
が

低
い
音
（
低
周
波
）
な
ら
聞
え
る
と

い
う
方
に
便
利
な
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
、

工
場
な
ど
の
騒
音
の
激
し
い
場
所
に

適
し
て
い
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

十
日
町
電
報
電
話
局
曾
二
－
二
六
〇

〇
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和51年10月10日とお」『’35

祭幽ヒ3
月k芸民市

嚢曝一一ノレホ館会
ところ

市民
郵撫・

瓢
瀞
㌶

麟

驚．

臼
　
閉

　文化の秋、今年も市民芸能祭

を企画いたしました。ご家族、

職場おそろいでおいで下さい。

、
㈹

蝕

趨遜
蝶

灘
黙
藤

1甥

躍．謡

　　　お問い合わせは

十日町市公民館（市民会館）

　市内学校町／電話7－5011

期日（曜） 時　間 発　　　　　表 発表団体 整理費

10月23日㊤

　　12．30
昼　　～
　　5．∞

無形文化
　　　　　　　　　　　弁慶上使の段
義太夫大さらい　　　他 十日町義太夫保存会 300円

　　6．30
夜　　～

　　9．∞

　　　　　　　　　　　落語・奇術ユーモアクラブ　腹話術他

　と雪花太鼓　　天神ばやし
　　　　　　　　　　　十日町おけさ他

ユーモアクラブ

雪花太鼓

24日⑤
　　6．30
夜　　～

　　9．∞

　　　　　　　　　　　縁むすびばやし
　　　　　　　　　　　十日町小唄
唄と民踊のタベ　三階節
　　　　　　　　　　　唄・伴奏鶴星会
　　　　　　　　　　　　　　他

十日町婦人会民踊部

一　葉　会

十日町三階節保存会

鶴星会十日町支部

27日㊧
　　7．∞
夜　　～
　　9．∞

第9回　　　　　　　　　　　　祝婚歌

コーラスリサイタル合唱組曲「㌦ 十日町市民合唱団 300円

29日③
　　7．∞
夜　　～

　　9．∞

　　　　　　　　　　　大の坂
郷土芸能と詩吟　石場かち
　　　　　　　　　　　剣舞踊角兵衛
　剣舞のつどい　詩吟・貧交行、

　　　　　　　　　　　　　　他

中条民謡愛好会

水沢石ばかち保存会

小泉泉踊会

詩吟神風流

十日町支部連合会

31日⑪
　　2．∞
昼　　～
　　4．∞

十日町市民吹奏楽団　　　　　　　おもちゃの交響曲他

第1回定期演奏会早紹鶴 十日町市民吹奏楽団 200円

11月5日③
　　6．30
夜　　～
　　9．∞

フルートアンサンブルくるみ割人形栃
　　　　　　　　　　　あし笛の踊り他　とギターのタベ　　愛よ永遠に

イオニアン
フルートアンサンブル

十日町ギター音楽研究会
200円

6日㊤

　　1．OO
昼　6．§o 　　　　　　　　　　　イワナガヒメ物語

演劇発表会　リヤ王
　　　　　　　　　　　秋沢村にて

実業高校演劇クラプ

十日町高校演劇クラブ

青年学級演劇コース
　　7．OO
夜　960

◆
発
表
団
体
紹
介

＊
義
太
夫
保
存
会
　
残
り
少
な
い
義
太
夫

　
を
保
存
す
る
た
め
に
練
習
に
は
げ
ん
で

　
い
る
（
代
表
水
野
町
・
阿
部
米
吉
）

＊
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
　
市
内
の
ア
マ
チ
ュ

　
ア
寄
席
（
代
表
本
町
二
・
山
内
正
豊
）

＊
雪
花
太
鼓
　
十
日
町
大
太
鼓
の
集
い

　
（
代
表
昭
和
町
三
・
二
瓶
哲
夫
）

＊
十
日
町
婦
人
会
民
踊
部
　
公
民
館
を
利

　
用
し
て
民
踊
の
練
習
に
は
げ
ん
で
い
る

　
（
代
表
西
寺
町
・
田
村
キ
ノ
）

＊
一
葉
会
　
民
踊
の
練
習
に
は
げ
む
婦
人

　
同
好
グ
ル
ー
プ
（
代
表
昭
和
町
一
・
矢

　
ロ
ハ
ッ
）

＊
十
日
町
三
階
節
保
存
会
　
こ
の
地
方
に

　
残
る
民
謡
（
踊
）
三
階
節
を
保
存
す
る

　
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
（
代

　
表
宮
下
東
・
牧
野
常
作
）

＊
鶴
星
会
十
日
町
支
部
　
唄
・
三
味
線
・

　
太
鼓
を
中
心
と
す
る
民
謡
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
泉
町
・
半
間
正
）

＊
十
日
町
市
民
合
唱
団
　
公
民
館
で
練
習

　
に
は
げ
む
混
声
合
唱
団
（
代
表
泉
町
・

　
上
野
敏
）

＊
中
条
民
醤
愛
好
会
　
郷
土
芸
能
大
の
坂

　
を
保
存
す
る
た
め
に
練
習
に
は
げ
ん
で

　
い
る
（
代
表
中
町
・
峰
岸
福
一
）

＊
水
沢
石
場
か
ち
保
存
会
　
忘
れ
さ
ら
れ

　
よ
う
と
し
て
い
る
石
場
か
ち
唄
を
保
存

　
し
よ
う
と
練
習
に
は
げ
ん
で
い
る
（
代

　表

小
黒
沢
・
宮
沢
健
一
）

＊
小
泉
泉
踊
会
　
日
本
舞
踊
に
趣
味
を
も

　
つ
婦
人
の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
小
泉
・
島

　
田
智
恵
子
）

＊
詩
吟
神
風
流
十
日
町
支
部
連
合
会
　
郡

多
数
の
詩
吟
愛
好
者
が
あ
る
団

　体

（
代
表
新
座
一
・
樋
熊
神
邑
）

＊
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
中
・
高
校
生

　を

含
む
市
民
の
音
楽
愛
好
者
の
集
ま
り

　
（
代
表
田
川
町
一
二
・
同
橋
勇
）

＊
イ
オ
ニ
ア
ン
・
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

　
ル
　
広
く
市
民
に
フ
ル
ー
ト
の
よ
さ
を

　
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
農
協
会
館
内
・
高
橋
光
善
）

＊
十
日
町
ギ
タ
ー
音
楽
研
究
会
　
公
民
館

　
で
ギ
タ
ー
練
習
に
は
げ
む
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
公
民
館
内
・
櫃
間
敏
夫
）

＊
十
日
町
実
業
高
校
演
劇
ク
ラ
ブ
　
　
（
代

表
同
校
・
野
崎
辰
治
）

＊
十
日
町
高
校
演
創
ク
ラ
ブ
　
　
（
代
表
同

校
・
登
坂
勉
）

＊
十
日
町
青
年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
　
青
年

学
級
の
学
習
と
し
て
脚
本
創
作
か
ら
発

表
ま
で
お
こ
な
う
学
習
グ
ル
ー
プ
（
代

表
公
民
館
内
・
涌
井
澄
恵
V

。早期配布をお願いします。今月の市報は10月10日が日曜のため前日の9日に発送しました
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ゆずり

善
す

　
　
　
　
　
ゆ
ず
っ
τ
く
萎
“

　
異
常
と
い
わ
れ
る
物
不
足
、
不
況
、

物
価
山
口
同
か
ら
、
現
在
は
、
物
価
の
上

昇
も
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
安
定
成
長

の
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
も
高
度
経

済
成
長
時
代
の
「
大
量
消
費
、
使
い

捨
て
」
を
反
省
し
、
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
利
用
し
、
良
い
も
の
を
長

く
使
う
と
い
う
節
約
型
の
考
え
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
消
費

者
協
会
十
日
町
支
部
で
は
、
み
な
さ

ん
の
家
庭
に
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
家
庭
用
品
を
最
大
限
に
生
か
し

利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
…
と
い
う

願
い
か
ら
不
用
品
交
換
登
録
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
ご
家
庭
で
使
用
で
き
る

の
に
使
わ
な
い
不
用
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
不
用
品

を
「
ゆ
ず
っ
て
い
た
だ
け
る

方
」
、
あ
る
い
は
、
　
「
ゆ
ず
っ

綴芝ださい不服登録かド

受付目日昭一Nα■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所＋日町市＿」
　　　　　　　　　　　　　（世帯主）

氏名
　　　　　　　　　　　　その他の連絡方法

臣
　　話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　

一　　　名　　　　　　　　新・中古の別　新・中古
　　　　し　　

＿

て
欲
し
い
方
」
は
別
表
の
不
用
品
登

録
力
ー
ド
に
記
入
の
上
、
切
り
ぬ
い

て
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
十

日
町
支
部
（
魯
七
－
三
一
二
番
内

線
二
四
三
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
不
用
品
は
、
新
品
、
中
古
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
登
録
期
限
は
昭
和
五
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
い
た
し

ま
す
。

響一一「
廊r∬一

い
た
だ
き
ま
す
が
、
登
録
力
i
ド
に

お
ゆ
ず
り
い
た
だ
け
る
希
望
価
格
を

忘
れ
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

登
録
し
た
後
、
処
分
し
た
と
き
は
す

ぐ
消
協
支
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　
不
用
品
登
録
カ
ー
ド
に
希
望
の
品

物
を
記
載
し
、
申
し
込
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
が
、
特
に
購
入
希
望
価
格
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
他
不
明
の
点
は
、
市
役
所
商

工
課
内
消
費
者
協
会
支
部
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
協
会
支
部
で
は
あ
な
た
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぴ　
　
　
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
「
あ
し
あ
と
」

　
ゆ
ず
っ
て
い
た
だ
け
る
方
と
ゆ
ず

っ
て
欲
し
い
方
の
希
望
が
一
致
し
た

場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
両

者
間
で
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す

物
品
は
、
ゆ
ず
る
方
で
保
管
し
て

　
特
別
何
を
し
た
い
、
何
が
不
満
だ
と
い

う
わ
け
じ
ゃ
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
毎
日

が
物
足
り
な
い
。
何
か
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
考

え
の
仲
間
が
集
ま
り
発
足
し
た
の
が
、
「
あ

し
あ
と
」
で
す
。

　
だ
か
ら
「
あ
し
あ
と
」
に
具
体
的
な
目
標

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
ま
ま
時
に

流
さ
れ
た
く
な
い
、
何
か
思
い
出
を
つ
く

り
た
い
、
若
い
う
ち
に
何
か
を
…
そ
れ
だ

け
な
の
で
す
。

　
昨
年
十
一
月
、
公
民
館
利
用
登
録
団
体

に
も
加
入
し
、
現
在
、
会
員
十
五
人
。
田

村
孝
弘
君
を
会
長
に
か
な
り
に
ぎ
や
か
な

グ
ル
ー
プ
で
す
。
平
均
年
齢
十
九
歳
と
い

う
こ
と
で
、
少
々
に
ぎ
や
か
な
の
は
、
し

ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
。
例
会
日
は
、
毎

週
水
曜
日
、
市
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

御合
州
猷
「
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ
に
」
公
開
録
画

（第3種郵便物認可／昭和51年10月10日

熱
演
す
る
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

溢
金
は
市
内
の
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ー
。

大盛況の香野髭ヤrなつメロ歌謡ショー」

　スノーメイツの伴奏に合わせ、なつメロ愛好会30数名の
美声が会場いて）ばいに流れ、また、余興歌謡や舞踊「落城

の舞」など・バラエティー一に富んだ歌謡ショー一に満席の観

客はすっかり魅了された一一。これは、去る10月1日、市

民体育館で催された「なっメr］歌謡ショー一」のびとこま。

　この催しは・赤い羽根チ†・リラニィ募金のためし、二、共同募

金会十日町分会が、なつヌロ愛好会の協力を得て行つたも

のです。また、去る10月2日、市では赤い羽根共同募金の街

頭募金を、市長を先頭に各課長が行いました。戸別募金、法

人募金等みなさんの暖かい善意をお願いいたします。

　
こ
の
ほ
ど
、
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ

「
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ
に
」
が
本
市

で
公
開
録
画
さ
れ
ま
し
た
。
放
映
予

定
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
織
物
組
合

で
は
、
知
人
等
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
た
め
の
絵
ハ
ガ
キ
を
用
意
し
ま
し

た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
十
月
二
十
九
日
（
金
）
午
前

八
時
四
十
分
～
午
前
九
時
半
（
五
十

　
難
灘
鞭
鐵
灘
灘
華

十
月ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う

寒
い
冬
が
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活

　
　
　
　
も
家
の
中
に
ひ
さ
こ
も

癒
磁
り
が
ち
に
な
り
ま
克

轡
票
島
煎
叔
掻
劾
随

箏
で
自
分
の
体
力
を
た
し

　
　
　
　
か
め
よ
う
。

分
間
）

　
放
送
内
容
　
　
三
部
構
成

　
↓
部
「
各
地
の
た
よ
り
」
…
新
保
広

大
寺
の
歴
史
や
保
存
会
の
活
動
状
況
。

　
二
部
「
十
日
町
の
き
も
の
㌧
－
製
造

工
程
、
き
も
の
の
歴
史
、
製
品
の
紹

介
な
ど
。

　
三
部
「
き
も
の
の
実
用
対
談
㌧
－
上

手
な
買
い
方
、
保
存
の
仕
方
、
着
方
、

仕
立
て
な
ど
き
も
の
全
般
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
。

錦
鯉
品
評
会
に
出
品

く
だ
さ
い

　
つ
ぎ
の
と
お
り
錦
鯉
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

な
お
、
即
売
会
も
行
い
ま
す
。

第
七
回
郡
市
錦
鯉
品
評
会

　
と
き
　
十
月
十
七
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
川
西
町
川
西
中
学
校
プ

ー
ル
　
出
品
物
の
受
付
　
午
前
八
時

～
十
時
　
一
般
公
開
　
正
午
～
午
後

三
時第

十
回
十
日
町
市
錦
鯉
品
評
会

　
と
き
　
十
月
二
十
三
日
（
土
）

　
と
こ
ろ
　
下
条
小
学
校
プ
ー
ル

　
出
品
物
の
受
付
　
午
前
八
時
半
～

九
時
半
　
一
般
公
開
　
午
前
十
一
時

～
午
後
二
時

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
協
営
農

課
（
魯
七
－
一
五
七
一
）
・
市
役
所

農
林
課
（
魯
七
⊥
三
二
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
電
報
電
話
局
が

福
祉
電
話
を
展
示

　
電
々
公
社
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

老
人
や
耳
の
遠
い
か
た
の
た
め
に
福

祉
電
話
を
開
発
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ぼ
ど
、
十
日
町
電
報
電
話
局
の
窓
口

に
展
示
中
で
す
。

シ
ル
バ
ー
ホ
ン
あ
ん
し
ん

急
病
等
の
緊
急
連
絡
に
は
、
受
話

機
を
あ
げ
な
く
て
も
枕
元
の
赤
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
、
あ
ら
か
じ
め
吹

き
込
ん
で
あ
る
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で

自
動
的
に
身
内
の
か
た
や
病
院
な
ど

へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
♪
お
か
け
に
な
る
相
手
を
ニ

カ
所
ま
で
セ
ッ
ト
で
き
、
緑
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
自
動
的
に
呼
び
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
赤
や
緑
の
ボ
タ

ン
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、
一
般
電

話
と
同
様
で
す
が
、
相
手
の
声
が
約

三
倍
大
き
く
聞
こ
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
相
手
の
声
が
普
通
の

受
話
機
よ
り
最
大
十
八
倍
大
き
く
な

る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
め
い
り
ょ
う
。
普

通
の
ベ
ル
で
は
聞
き
と
り
に
く
い
が

低
い
音
（
低
周
波
）
な
ら
聞
え
る
と

い
う
方
に
便
利
な
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
、

工
場
な
ど
の
騒
音
の
激
し
い
場
所
に

適
し
て
い
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

十
日
町
電
報
電
話
局
曾
二
－
二
六
〇

〇
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和51年10月10日とお」『’35

祭幽ヒ3
月k芸民市

嚢曝一一ノレホ館会
ところ

市民
郵撫・

瓢
瀞
㌶

麟

驚．

臼
　
閉

　文化の秋、今年も市民芸能祭

を企画いたしました。ご家族、

職場おそろいでおいで下さい。

、
㈹

蝕

趨遜
蝶

灘
黙
藤

1甥

躍．謡

　　　お問い合わせは

十日町市公民館（市民会館）

　市内学校町／電話7－5011

期日（曜） 時　間 発　　　　　表 発表団体 整理費

10月23日㊤

　　12．30
昼　　～
　　5．∞

無形文化
　　　　　　　　　　　弁慶上使の段
義太夫大さらい　　　他 十日町義太夫保存会 300円

　　6．30
夜　　～

　　9．∞

　　　　　　　　　　　落語・奇術ユーモアクラブ　腹話術他

　と雪花太鼓　　天神ばやし
　　　　　　　　　　　十日町おけさ他

ユーモアクラブ

雪花太鼓

24日⑤
　　6．30
夜　　～

　　9．∞

　　　　　　　　　　　縁むすびばやし
　　　　　　　　　　　十日町小唄
唄と民踊のタベ　三階節
　　　　　　　　　　　唄・伴奏鶴星会
　　　　　　　　　　　　　　他

十日町婦人会民踊部

一　葉　会

十日町三階節保存会

鶴星会十日町支部

27日㊧
　　7．∞
夜　　～
　　9．∞

第9回　　　　　　　　　　　　祝婚歌

コーラスリサイタル合唱組曲「㌦ 十日町市民合唱団 300円

29日③
　　7．∞
夜　　～

　　9．∞

　　　　　　　　　　　大の坂
郷土芸能と詩吟　石場かち
　　　　　　　　　　　剣舞踊角兵衛
　剣舞のつどい　詩吟・貧交行、

　　　　　　　　　　　　　　他

中条民謡愛好会

水沢石ばかち保存会

小泉泉踊会

詩吟神風流

十日町支部連合会

31日⑪
　　2．∞
昼　　～
　　4．∞

十日町市民吹奏楽団　　　　　　　おもちゃの交響曲他

第1回定期演奏会早紹鶴 十日町市民吹奏楽団 200円

11月5日③
　　6．30
夜　　～
　　9．∞

フルートアンサンブルくるみ割人形栃
　　　　　　　　　　　あし笛の踊り他　とギターのタベ　　愛よ永遠に

イオニアン
フルートアンサンブル

十日町ギター音楽研究会
200円

6日㊤

　　1．OO
昼　6．§o 　　　　　　　　　　　イワナガヒメ物語

演劇発表会　リヤ王
　　　　　　　　　　　秋沢村にて

実業高校演劇クラプ

十日町高校演劇クラブ

青年学級演劇コース
　　7．OO
夜　960

◆
発
表
団
体
紹
介

＊
義
太
夫
保
存
会
　
残
り
少
な
い
義
太
夫

　
を
保
存
す
る
た
め
に
練
習
に
は
げ
ん
で

　
い
る
（
代
表
水
野
町
・
阿
部
米
吉
）

＊
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
　
市
内
の
ア
マ
チ
ュ

　
ア
寄
席
（
代
表
本
町
二
・
山
内
正
豊
）

＊
雪
花
太
鼓
　
十
日
町
大
太
鼓
の
集
い

　
（
代
表
昭
和
町
三
・
二
瓶
哲
夫
）

＊
十
日
町
婦
人
会
民
踊
部
　
公
民
館
を
利

　
用
し
て
民
踊
の
練
習
に
は
げ
ん
で
い
る

　
（
代
表
西
寺
町
・
田
村
キ
ノ
）

＊
一
葉
会
　
民
踊
の
練
習
に
は
げ
む
婦
人

　
同
好
グ
ル
ー
プ
（
代
表
昭
和
町
一
・
矢

　
ロ
ハ
ッ
）

＊
十
日
町
三
階
節
保
存
会
　
こ
の
地
方
に

　
残
る
民
謡
（
踊
）
三
階
節
を
保
存
す
る

　
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
（
代

　
表
宮
下
東
・
牧
野
常
作
）

＊
鶴
星
会
十
日
町
支
部
　
唄
・
三
味
線
・

　
太
鼓
を
中
心
と
す
る
民
謡
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
泉
町
・
半
間
正
）

＊
十
日
町
市
民
合
唱
団
　
公
民
館
で
練
習

　
に
は
げ
む
混
声
合
唱
団
（
代
表
泉
町
・

　
上
野
敏
）

＊
中
条
民
醤
愛
好
会
　
郷
土
芸
能
大
の
坂

　
を
保
存
す
る
た
め
に
練
習
に
は
げ
ん
で

　
い
る
（
代
表
中
町
・
峰
岸
福
一
）

＊
水
沢
石
場
か
ち
保
存
会
　
忘
れ
さ
ら
れ

　
よ
う
と
し
て
い
る
石
場
か
ち
唄
を
保
存

　
し
よ
う
と
練
習
に
は
げ
ん
で
い
る
（
代

　表

小
黒
沢
・
宮
沢
健
一
）

＊
小
泉
泉
踊
会
　
日
本
舞
踊
に
趣
味
を
も

　
つ
婦
人
の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
小
泉
・
島

　
田
智
恵
子
）

＊
詩
吟
神
風
流
十
日
町
支
部
連
合
会
　
郡

多
数
の
詩
吟
愛
好
者
が
あ
る
団

　体

（
代
表
新
座
一
・
樋
熊
神
邑
）

＊
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
中
・
高
校
生

　を

含
む
市
民
の
音
楽
愛
好
者
の
集
ま
り

　
（
代
表
田
川
町
一
二
・
同
橋
勇
）

＊
イ
オ
ニ
ア
ン
・
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

　
ル
　
広
く
市
民
に
フ
ル
ー
ト
の
よ
さ
を

　
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
農
協
会
館
内
・
高
橋
光
善
）

＊
十
日
町
ギ
タ
ー
音
楽
研
究
会
　
公
民
館

　
で
ギ
タ
ー
練
習
に
は
げ
む
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
公
民
館
内
・
櫃
間
敏
夫
）

＊
十
日
町
実
業
高
校
演
劇
ク
ラ
ブ
　
　
（
代

表
同
校
・
野
崎
辰
治
）

＊
十
日
町
高
校
演
創
ク
ラ
ブ
　
　
（
代
表
同

校
・
登
坂
勉
）

＊
十
日
町
青
年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
　
青
年

学
級
の
学
習
と
し
て
脚
本
創
作
か
ら
発

表
ま
で
お
こ
な
う
学
習
グ
ル
ー
プ
（
代

表
公
民
館
内
・
涌
井
澄
恵
V

。早期配布をお願いします。今月の市報は10月10日が日曜のため前日の9日に発送しました
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下
条
中
吹
奏
部
が
金
賞
に

　
　
　
　
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
で

　
こ
の
ほ
ど
、
上
越
市
の
城
西
中
学

校
で
開
か
れ
た
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク

i
ル
県
大
会
で
、
市
立
下
条
中
学
校

（
佐
藤
浅
右
衛
門
校
長
）
が
昨
年
に

続
い
て
二
年
連
続
金
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
出
場
校
の
中
で
は
一
番
の
小
規

模
校
な
が
ら
、
部
員
三
十
一
人
の
心

が
一
つ
に
な
っ
て
奏
で
た
金
賞
で
、

関
係
者
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

同
吹
奏
楽
部
は
結
成
以
来
ち
ょ
う
ど

十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
が
、
毎
年
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
、
昭
和
四

十
三
、
四
十
四
年
に
は
優
勝
、
さ
ら

に
昭
和
五
十
年
、
五
十
一
年
度
二
年

連
続
金
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。認

鞠
屡

癩
灘
醤

髪
憂
慈

　
部
員
た
ち
は
、
早
く
も
来
年
に
向

け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

リ
ュ
ー
マ
チ
で
お
悩
み

の
み
な
さ
ん
！

　
　
　
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
リ
ュ
ー
マ
チ
で
療
養
中
の
み
な
さ

ん
「
日
本
リ
ュ
ー
マ
チ
友
の
会
新
潟

県
支
部
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
の

会
は
、
同
じ
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る

竃

患
者
や
そ
の
家
族
が
集
ま
り
、
お
、
巨

い
励
ま
し
あ
っ
た
り
、
療
法
な
ど
の

相
談
会
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
本
市
に
お
い
て
も
、
同
会

の
交
流
会
を
計
画
し
て
お
い
・
ま
す
の

で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
小
海
清

司
（
四
日
町
第
二
費
二
ー
．
二
二
二
五

番
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
リ
ュ
ー
マ
チ
友
の
会
新
潟
県

支
部
長
を
囲
ん
で
の
交
流
会
日
程

　
と
き
　
十
月
十
七
日
午
前
十
時
～

午
後
一
、
一
時
。

　
と
こ
ろ
　
老
人
い
こ
い
の
家
「
四

ツ
宮
荘
」
本
町
六
r
目
。

　
各
自
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

き
の
こ
中
毒
に
ご
注
意

　
秋
た
け
な
わ
と
な
り
、
各
地
で
き

の
こ
取
り
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
き
の
こ
中
毒
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
き
の
こ
中
毒
は
、
茎
を
裂
い
て
み

て
裂
け
た
ら
食
べ
ら
れ
る
と
い
っ
た

迷
信
や
食
用
き
の
こ
と
よ
く
似
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
・
志
－
ま
や
さ
羨

　
　
せ
尽
（
や
辻
良
α
に

　
　
砦
脈
甘
竹
食
尾
ら

　
　
き
葦
ヌ
タ
に
姶
昌
セ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
る
セ
．
至
．

　
　
　
　
　
　
◎
．
　
㌔
b

　
　
喝
t
㌧
、
o

　
　
去
e
ふ

　
　
　
　
　
自
刈
　
　
％

　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
鉱

　
　
　
　
　
』
、
。
り
翫

　
“
　
　
　
　
　
免
。

る
た
め
、
ま
ち
が
っ
て
食
べ
た
り
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
に
食
べ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
原
因
か
ら
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
こ
の
地
域
で
は
、
ヒ
ラ
タ
ケ

や
ム
キ
タ
ケ
と
ま
ち
が
え
て
ッ
キ
ヨ

タ
ケ
（
毒
き
の
こ
）
を
食
べ
て
、
中

毒
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
き
の
こ
の
毒
は
、
種
類
が
多
く
、

簡
単
な
毒
き
の
こ
の
判
別
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
名
前
の
わ
か
ら
な
い
き
の

こ
は
絶
対
に
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
レ
つ
。

－
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
編

非
常
勤
交
通
指
導
員
の

一
ひ
と
こ
と

一
　
よ
く
聞
く
話
に
「
長
岡
や
新
潟
は
皿

車
を
止
め
る
所
が
な
く
て
ネ
」
、
結
局

天
ぶ
汽
車
霜
響
倉
い
う
．

　
と
こ
ろ
が
地
元
の
こ
と
に
な
る
と
様

　
子
が
違
う
ら
し
い
。
特
に
市
街
地
の

『
目
に
余
る
違
法
駐
車
を
な
ん
と
か
で

「
　きない

も
の
か
と
思
う
。

奪
－
藁
此

論
名
量
ら
建
．

来卑

釜
も

つ
久
こ
乏
ー
ド
や
α

弐
建
悌
唐

（
る
b
も
隔
↓
　
　
．

　
　
　
　
◎
一

＠
、

　
　
　
劃

　
　
　
　
　
　
炉

　
　
5
裳
・

　
　
ち
ゅ
よ

　　｝　1．“獄翅

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
た

西
小
四
・
五
・
六
年
生
の
大
玉
送
り
競
技

西小が開校記念大運動会
　澄みきった秋晴れの去る10月2日（土）、西小

学校は開校記念大運動会を開きました。西小

学校は実質開校以来、満6ヵ月を経過し・児

童達はのびのび勉強しています。当日は、日

頃の体育学習の発表の場とあわせ、興味走レ

ースが多くとり入れられ、児童と父兄達は、

スポーツの秋を満喫していました。

季
n
H
T
＄
莚
目
》
［
ゐ
目
丁

）
じ
o

あ
困
壷
あ
「
：
幅

ヨ
画
覆
親
．
廻
「

　
　
　
　
　
　
横
田
マ
サ
子

　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
町
本
通
り
）

鶏
モ
ツ
の
野
菜
い
た
め

　
秋
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
体
力
づ
く

り
に
絶
好
の
機
会
で
す
。
栄
養
面
で

も
体
力
づ
く
り
に
心
が
け
た
い
も
の
。

今
月
は
横
田
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
き
、

手
軽
に
で
き
る
鶏
モ
ツ
の
野
菜
い
た

め
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
①
鶏
モ
ツ
は
新
鮮
な
も
の
を
血
抜

き
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
水
気
を
よ
く

き
っ
て
お
く
。
②
玉
ね
ぎ
、
人
参
、

ピ
ー
マ
ン
は
割
合
大
き
め
に
切
り
、

材
料
を
そ
ろ
え
て
お
く
。
③
ニ
ン
ニ

タ
、
生
姜
は
皮
を
む
き
包
丁
で
た
た

き
つ
ぶ
し
て
お
く
。
④
鍋
に
サ
ラ
ダ

油
を
熱
し
、
③
の
材
料
を
入
れ
て
香

り
の
出
る
ま
で
い
た
め
あ
げ
て
し
ま

う
。
①
の
材
料
を
入
れ
、
よ
く
い
た

め
、
さ
ら
に
②
の
材
料
を
入
れ
、
透

き
通
る
ま
で
よ
く
い
た
め
、
塩
、
化

学
調
味
料
、
味
淋
で
味
付
す
る
。
器

に
盛
っ
て
七
味
唐
辛
し
を
ふ
り
か
け

る
。　

な
お
、
野
菜
は
水
気
を
き
っ
て
も

水
分
が
出
る
の
で
、
片
栗
粉
の
水
溶

き
を
入
れ
て
も
よ
い
し
、
ピ
ー
マ
ン

の
代
り
に
、
ニ
ラ
や
サ
ヤ
マ
メ
を
使

っ
て
も
結
構
で
す
。

若
い
カ
を
国
の
守
り
に

　
来
春
高
校
卒
業
見
込
み
者
の
自
衛

隊
採
用
試
験
は
十
月
一
日
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
自
衛
官
志
願
手
続
き
等

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課

魯
七
－
三
一
二
番
ま
た
は
自
衛
隊

新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所
曾
〇

二
五
八
ー
三
三
1
0
二
五
六
番
へ
。

■市勢／人ロ…・50，511人（男24，660・女25，851）／世帯数…11，920／面積一211・44k㎡（9月旧現在
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初奥の夙勿診つけ菜洗い
例年よりひと足早いことしの冬、雪国は、もう越冬準備にいそがしい・

　ここ、中条山地の菅沼では、早々と初冬の風物こつけ菜洗い妻が始ま

つた　　　。

　わき水が豊富に流れ込むため池が昔からの洗い場である。

rことしは、お天気がしなくて、稲ばっかじゃなく、つけ菜まで良く

なくての一」こんなつ．31やきが聞かれた．しかし、表情は、来年の豊作

を信じているかのように明るかった。

（写真は水落キク・ハルノ・一枝さん〉10月3旧（日〉中条菅沼で。


